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T VY EKE SCEKISTERERTENERFTH I, FHEKICEESERERN, CX-CTENA U ZHIR CXCRA ZiFEMHLL.
ARSI T LA TV BEEOEN >—IBEO LR L EWMEFET D, £ EEBTEHA VZFBRRACKRIZIEEL. BT
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WiE%EFET %, SDF-1-B(3-72)& & U SDF-1-a(3-67)(F. FEMMFEMEMNMETL TWS, AARRA T OTH Y VAV ~DOEEICL
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SDF1A/CXCR4 ¥ & FIU=EE (L, LYN FF+—EENLTP24 T4 ) LFA-1 2N L EBEROD ICAM-1 ADEEXBET 5. THA
FEHRIEISEL HIV-1 2 &£ % CXCRA £ L =R ERE Y 5, UFEREORENREIERZT. e GHEIRTHERYT 5 ACKRIOTY
YLFAL—Ya v ENEMESEET S, BRECENTOCONDEELHEEEZE L. BARY v /B, SHlcH T 5SS
& BIOOLEPREMKICLETH S, IL-7FE T THHEHE B AMIERBAROEE. & L CEEMREFET L BAROIEEER
Hed (HREMZLD) .

koa Jurkat 4RAEARRYIH O SDF1 FIEOY A4 Y 70y MHT.
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	応用
	抗原情報
	背景
	Tリンパ球および単球に活性を示す走化性因子であるが、好中球には活性を示さない。C-X-Cケモカイン受容体CXCR4を活性化し、細胞内カルシウムイオン濃度の急速かつ一過性の上昇と走化性を誘導する。また、非定型ケモカイン受容体ACKR3にも結合し、βアレスチン経路を活性化し、SDF-1のスカベンジャー受容体として作用する。Tリンパ球および単球に活性を示すが、好中球には活性を示さない走化性因子である。C-X-Cケモカイン受容体CXCR4を活性化し、細胞内カルシウムイオン濃度の急速かつ一過性の上昇と走化性を誘導する。SDF-1-β(3-72)およびSDF-1-α(3-67)は、走化性活性が低下している。細胞表面プロテオグリカンへの結合により、SDF-1-α(3-67)の形成が阻害され、局所部位の活性が維持されると考えられる。また、非定型ケモカイン受容体ACKR3にも結合し、βアレスチン経路を活性化し、SDF-1のスカベンジャー受容体として働く。インテグリンのアロステリック部位（部位2）に結合し、CXCR4非依存的にインテグリンITGAV:ITGB3、ITGA4:ITGB1、ITGA5:ITGB1を活性化する（PubMed:29301984）。LYNキナーゼを介して、単球遊走の正の調節因子および単球接着の負の調節因子として働く。受容体CXCR4およびACKR3を介して単球およびTリンパ球の遊走を刺激し、β2インテグリンのリガンドであるICAM-1で被覆された表面への単球接着を減少させる。 SDF1A/CXCR4シグナル伝達軸は、LYNキナーゼを介してβ2インテグリンLFA-1を介した単球のICAM-1への接着を阻害する。T細胞株適応型HIV-1によるCXCR4を介した感染を阻害する。心筋梗塞後の保護的役割を果たす。様々な細胞で発現するACKR3のダウンレギュレーションと内部化を誘導する。胚発生においていくつかの重要な機能を有し、B細胞リンパ球新生、骨髄における骨髄球新生、および心室中隔形成に必要である。IL-7存在下で骨髄由来B細胞前駆細胞の増殖、および間質細胞依存性プレB細胞の増殖を刺激する（相同性による）。
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	Jurkat 細胞溶解物中の SDF1 発現のウェスタン ブロット分析。

